
市民向けアンケート結果
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市民向けアンケート調査の概要
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市民向けアンケート調査の概要は以下のとおりです

アンケート項目

⚫ 回答者属性（年代、性別、職業、居住地等）

⚫ 市内類似施設及び周辺施設の利用状況

⚫ 潮来市内で足りていないと思う機能

⚫ 近隣自治体で良く利用する施設

⚫ 地域連携拠点への要望・期待

調査対象
⚫ 市内に在住・在勤・在学する方

⚫ 市内に事務所又は事業所のある個人、法人、その他団体の方

調査方法
⚫ 紙面（市内公共施設に回答用紙・回収ボックスを設置）

⚫ WEB（Formsにて回答、広報誌・市HPにてURL・QRコード掲載）

回答総数 ⚫ 479件（紙面16件、WEB463件）

調査目的 ⚫ 市民等からの意見を幅広く聴取し、「整備・運営の方向性」の検討材料を得ること

調査期間 ⚫ 2024年7月11日（木）～7月31日（水）



アンケート結果の要約は以下のとおりです

アンケート結果要約（1/2）

結果概要項目

市内公共施設の利用頻度

◼ 公園施設は茨城県民水郷の森公園を除き、約8割の方が年に1回未満の利用頻度と回答している。茨城

県民水郷の森公園は約5割の方が年に1回以上利用すると回答している

◼ 道の駅いたこは、 8割以上の方が年に1回以上利用すると回答しており、約2割の方は月に1回以上利用す
ると回答している

◼ 水郷潮来バスターミナルは約6.5割の方が年に1回以上利用すると回答しており、約4割の方は半年に1回以
上利用すると回答している

◼ 潮来市内の公民館は約4.5割の方が年に1回以上利用すると回答している

市内公共施設の満足度

◼ 公園施設はいずれの施設も利用したことがある方のうち、約4割が不満またはやや不満と回答している
◼ 道の駅いたこは利用したことがある方のうち、約7割が満足またはやや満足と回答している
◼ 水郷潮来バスターミナルは利用したことがある方のうち、約7.5割が満足またはやや満足と回答している
◼ 潮来市内の公民館は利用したことがある方のうち、約4割が不満またはやや不満と回答している

市内公共施設への

要望・不満等

◼ 子どもが遊べる施設の増設や、前川運動公園や茨城県県民水郷の森公園などの公園内の整備を求める

意見が多い

◼ 遊具等が整備された公園や、スポーツセンター等の室内運動施設を求める意見も一定数挙がっている

◼ 公共施設全般に対し、老朽化を指摘する意見も多く挙がっている

潮
来
市
内
施
設
の
利
用
状
況
・
要
望
等
に
つ
い
て

潮来市内に不足している

機能・施設

◼ 休日に遊べる施設、買い物・飲食ができる施設、医療やヘルスケア施設が不足しているとの意見が多く挙

がっている

◼ 具体的には、大型商業施設やファミリーレストラン、総合病院等が不足しているとの回答が多く、スポーツを

「する」施設についても体育館をはじめ、多数の施設が不足しているとの意見が挙がっている

近隣自治体で

よく利用する施設
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◼ 約7割の方が近隣自治体で頻繁に利用する施設があると回答している

◼ 具体的には、遊具が充実しており子どもが遊べる神栖中央公園や、室内運動施設の神栖防災アリーナや

鹿嶋スポーツセンター、複数の店舗が集まっており利便性の高いパルナ、チェリオ等の複合商業施設等、潮

来市内では充足できていない施設を利用するとの意見が多く挙がっている



アンケート結果の要約は以下のとおりです

アンケート結果要約（2/2）

地
域
連
携
拠
点
に
つ
い
て

地域連携拠点へ求めるもの

◼ 地域連携拠点へ求める要素としては、食事や買い物を楽しめる、家族や友人とレジャーを楽しめる、安心・

安全に暮らせる、運動・健康づくりができることを望む意見が多く挙がっている

◼ 現状潮来市内で不足している機能・施設を求める声が多く、まちの活性化に繋がることや集客性を求める

意見が共通して挙がっている

◼ 具体的には、休日に1日遊べる複合施設や、日常的に買い物で利用できる商業施設、子どもが遊ぶことが

できる施設を望む意見が多く挙がっている

地域連携拠点への意見等
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◼ 地域連携拠点のコンセプトについては、子どもたちの利用を念頭においてほしいとの意見が多く挙がっている

◼ 地域連携拠点のイメージが分からない等の疑問の声も複数挙がっている

◼ 開発により渋滞状況が悪化することや、自然が損なわれることを懸念する声も少数ではあるが挙がっている。

また、アントラーズに依存しすぎているという懸念も挙がっている

◼ 地域連携拠点の整備によって利便性が向上し、住民の増加や地域活性化に繋がることを期待する意見が

多く挙がっている

結果概要項目
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アンケート調査結果
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アンケート回答者の年齢分布（Q1）

• アンケート回答者の年齢分布は30代と40代がそれぞれ約3割を占めて
いる

（回答数：479）
（人）

アンケート回答者属性（Q1,Q2,Q3,Q4）

アンケート回答者の性別（Q2）

• アンケート回答者の属性は約4割が男性、約6割が女性となっている

（回答数：479）
（人）
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アンケート回答者の職業（Q3）

• アンケート回答者の職業は会社員・公務員が約5.5割と最も多い割合
を占めている

（回答数：479）
（人）

アンケート回答者属性（Q1,Q2,Q3,Q4）

アンケート回答者の居住地（Q4）

• アンケート回答者のうち約9割が潮来市内在住である。また、潮来第一
中学校地区在住の方が最も多く、全体の約3割を占めている

（回答数：479）
（人）

潮来市内在住
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市内公共施設の利用頻度（Q5）

• 公園施設は茨城県民水郷の森公園を除き、約8割の方が年に1回未満の利用頻度と回答している。一方、茨城県県民水郷の森公園は約5割の方
が年に1回以上利用すると回答している

• 道の駅いたこは、 8割以上の方が年に1回以上利用すると回答しており、約2割の方は月に1回以上利用すると回答している
• 水郷潮来バスターミナルは約6.5割の方が年に1回以上利用すると回答しており、約4割の方は半年に1回以上利用すると回答している

※1：かすみの郷公園については、1名未回答9

• 潮来市内の公民館は約4.5割の方が年に1回以上利用すると回答している

市内公共施設の利用状況について（Q5,Q6,Q7）

（回答数：各479、かすみの郷公園のみ478※1）

（人）



市内公共施設の満足度（Q6）

• 公園施設はいずれの施設も利用したことがある方のうち、約4割が不満またはやや不満と回答している
• 道の駅いたこは利用したことがある方のうち、約7割が満足またはやや満足と回答している
• 水郷潮来バスターミナルは利用したことがある方のうち、約7.5割が満足またはやや満足と回答している
• ボートセンターは利用したことがある方が約2割と少ないが、利用した方の約7.5割が満足またはやや満足と回答している
• 潮来市内の公民館は利用したことがある方のうち、約4割が不満またはやや不満と回答している

市内公共施設の利用状況について（Q5,Q6,Q7）

（回答数：各479）
（人）

10
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市内公共施設に対する要望・不満等（Q7）

• 各公共施設に対する意見が多数挙がったが、子供が遊べる施設の増設、公園内の整備を求める意見が特に多く挙がっている
（回答数：186）

（人）

【市内公共施設に対する要望・不満（要約）】

市内公共施設の利用状況について（Q5,Q6,Q7）

公共施設全般

公園施設

⚫ 老朽化が進んでいると感じる（多数）

⚫ 子連れで行く施設が少ないため、屋外遊具や屋内で遊べる施設を増設してほしい（多数）

⚫ 施設が点在していて利用しにくいため、集約してほしい

⚫ ハード面以外にも、ソフト面の整備をしてほしい。予約機能やWifiの導入等

⚫ 存在を知らない施設があるため、市の公式LINE等で情報発信してほしい

⚫ トイレの整備、遊具の整備、雑草の処理が不十分（多数）＜特に茨城県県民水郷の森公園＞

⚫ トイレを増設してほしい＜前川運動公園＞

運動施設

⚫ サッカー以外の施設も充実させてほしい

⚫ スケートボードができる場所を設置してほしい

⚫ 予約が取れないため、枠の増設や市内学生の優先利用枠を検討してほしい＜前川運動公園内施設＞

⚫ 日よけを設置してほしい＜グラウンド等、屋外運動施設＞

⚫ 清潔感が無い、アクセスが悪いのでバスを運行してほしい、若者の利用を意識した施設にしてほしい＜ヘルスランドさくら＞

公民館

⚫ 利用障壁が高いので緩和してほしい（団体利用の際の市内在住人数の制約、利用料金が高い等）

⚫ 空調を整備してほしい

⚫ 子どもが遊べる場にしてほしい

観光施設
⚫ 他の道の駅に比べて施設が充実していない。買い物以外の利用目的（遊び場、広場等）があると良い＜道の駅いたこ＞

⚫ 屋内でバスを待てるようにしてほしい。混雑が酷く乗車できない場合があるので始発を設置してほしい＜水郷潮来バスターミナル＞



潮来市内に不足している機能・施設（Q8）

• 休日に遊べる施設、買い物・飲食ができる施設、医療やヘルスケア施設が不足しているとの意見が多く挙がっている
（回答数： 1,236【1人3つまで回答可能】）

（人）

現在の潮来市について（Q8,Q9,Q10）

12
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Q8の回答理由（Q9）

• 休日に遊べる施設や買い物・飲食ができる施設、医療・ヘルスケア施設は潮来市内にないため近隣自治体の施設を利用しているとの意見が共通して
多く挙がっている

現在の潮来市について（Q8,Q9,Q10）

（回答数：469※1）

（人）

【潮来市内に不足している機能・施設およびその理由（要約）】

※1：本来Q12の回答数と同一となるが、10名未回答

休日に

遊べる施設

買い物・飲食
ができる施設

⚫ 休日市内で過ごす選択肢が少ない

⚫ 若い世代が遊べる施設がない

⚫ 一日遊べる施設がない

⚫ 日常利用に際し不足しており、不便

⚫ 大型商業施設がない

⚫ 他県からの集客含め、賑わい創出のために必要

医療や

ヘルスケア

施設

⚫ 総合病院、個人病院ともに少ない

⚫ 入院施設がないため、緊急時の対応が不安

⚫ 産婦人科、整形外科等、専門の病院がない

子育てに

関する

機能・施設

⚫ 子どもと遊べる施設が不足している

⚫ 特に子どもが屋内で遊べる施設がない

⚫ こども園が少なく、設備も老朽化している

スポーツを

「する」

施設

⚫ 体育館等、グラウンド以外の施設が不足している

⚫ サッカーだけでなく、他の施設も整備してほしい

⚫ スポーツツーリズムの推進に期待したい

スポーツを

「観る」

施設

⚫ 大会利用可能な施設が不足している

⚫ スポーツを「する」施設は多いが、「観る」施設は少ない

⚫ パブリックビューイングができると良い

暮らしを守る
防災機能

地域の魅力を
発信する
機能

⚫ 日の出地区は高台が少なく、氾濫時の避難が困難

⚫ 神栖中央公園のような防災公園がない

⚫ 市内アナウンスが聞こえない

⚫ 施設や魅力はあるものの発信ができていない

⚫ 「水路のまち」としての魅力を発信できていない

⚫ 文化センターに類する施設がない

人々の交流

の場となる

施設

⚫ 子育て世代の交流施設が少ない

⚫ 高齢者施設と併設して交流施設がほしい

⚫ コミュニティスペースが少ない

宿泊機能
（ホテル等）

⚫ 市内のホテルは老朽化が進んでいるため

⚫ 大人数で宿泊可能な施設がない

⚫ ビジネスホテル等の手軽な宿泊施設が少ない

自然（緑）

を感じられる

場所

⚫ 自然はあるが、整備が行き届いていなかったり、活用で
きていないと感じる

その他

⚫ 潮来駅周辺には常設の駐車場がない

⚫ 企業誘致をしてほしい

⚫ コンサート・ライブ等のイベントを開催できる施設がない
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潮来市内に不足している機能・施設（具体的な施設名称）（Q10）

• 買い物・飲食ができる施設や医療やヘルスケア施設、スポーツを「する」施設について、具体的な施設名称が多く挙がっている
（回答数：284【任意回答】）

（人）

【潮来市内に不足している機能・施設（具体的な施設名称）（要約）】

現在の潮来市について（Q8,Q9,Q10）

休日に

遊べる施設

買い物・飲食
ができる施設

⚫ レジャー施設（ROUND1等）、温浴施設、大型商業
施設、映画館

⚫ 大型商業施設（イオン、IKEA、コストコ、ららぽーと、ド
ン・キホーテ等）、ファミリーレストラン（サイゼリヤ等）、

カフェ（スターバックス等）、コンビニ、書店

医療や

ヘルスケア

施設

⚫ 総合病院、眼科、皮膚科、整形外科、小児科、産
婦人科、救急外来

子育てに

関する

機能・施設
⚫ 児童館、遊具がある公園、室内で遊べる施設

スポーツを

「する」

施設

⚫ 体育館、アリーナ、テニスコート、プール（子ども用）、
スケートボード場、ボルダリング場

スポーツを

「観る」

施設

⚫ アントラーズクラブハウス、アリーナ、スタジアム、ボートレー
ス場

暮らしを守る
防災機能

地域の魅力を
発信する
機能

⚫ 高台（避難場所）、防波堤、避難所、防災シェル
ター、市民への連絡手段

⚫ 通年観光が可能な観光施設、郷土資料館

人々の交流

の場となる

施設

⚫ ジム、コミュニティスペース（閉鎖した公共施設を活
用）

宿泊機能
（ホテル等）

⚫ 宿泊施設一体の複合施設、ビジネスホテル

自然（緑）

を感じられる

場所
⚫ 自然公園、キャンプ場

その他 ⚫ コンサートホール、循環バス



近隣自治体で頻繁に利用する施設の有無（Q11）

• 約7割の方が近隣自治体で頻繁に利用する施設があると回答している

15

近隣自治体で頻繁に利用する施設について（Q11,Q12,Q13）

（回答数：479）
（人）
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近隣自治体で頻繁に利用する施設の名称および頻繁に利用する理由（Q12,Q13）

• 近隣自治体で頻繁に利用する施設として、公園施設、商業施設、運動施設、医療機関が多く挙がっている

近隣自治体で頻繁に利用する施設について（Q11,Q12,Q13）

• 潮来市内に当該施設・機能がないため近隣自治体の施設を利用している方が多くみられる （回答数：336（Q12）,331※1（Q13））
（人）

【近隣自治体で頻繁に利用する施設の名称および頻繁に利用する理由（要約）】

主な利用理由施設名

公園施設等

商業施設等

運動施設等

医療機関等

スポーツ

観戦施設

※1：本来Q12の回答数と同一となるが、5名未回答

⚫ 神栖中央公園＜神栖市＞

⚫ 神之池公園＜神栖市＞

⚫ MEGAドン・キホーテUNY佐原東店＜稲敷市＞

⚫ ショッピングセンター チェリオ

（イオン鹿嶋店）＜鹿嶋市＞

⚫ 神栖防災アリーナ＜神栖市＞

⚫ 鹿嶋スポーツセンター＜鹿嶋市＞

⚫ 茨城県立カシマサッカースタジアム＜鹿嶋市＞

⚫ 小山記念病院＜鹿嶋市＞

⚫ ショッピングセンター パルナ＜稲敷市＞

⚫ 敷地が広く遊具が充実しており、子どもが遊べるため

⚫ 散歩コースが整備されている。公園内の運動施設が整備されているため

⚫ 複合施設のため、一か所で用事を済ませることができるため

⚫ 複合施設であり、日常的に利用可能な立地であるため

⚫ 個人利用が可能。試合やコンサート、イベントの開催も多いため

⚫ 子どものクラブ、部活での利用のため

⚫ アントラーズの応援、スポーツ観戦のため

⚫ 潮来市に総合病院がないため

⚫ 複合施設であり、映画館、家電量販店も隣接しているため
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地域連携拠点へ求めるもの（Q14）

• 食事や買い物を楽しめる、家族や友人とレジャーを楽しめる、安心・安全に暮らせる、運動・健康づくりができることを望む意見が多く挙がっている
（回答数： 1,149【1人3つまで回答可能】）

（人）

地域連携拠点への要望や期待（Q14,Q15,Q16）
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Q14の回答理由（Q15）

• 現状潮来市内で不足している機能・施設を求める意見が多く挙がっている

• 共通してまちの活性化に繋がることや集客性を求める意見が多く挙がっている

地域連携拠点への要望や期待（Q14,Q15,Q16）

（回答数：468※1）

（人）

食事や買い
物を楽しめる

⚫ 集客を図ることで地域の活性化に繋がる

⚫ 暮らしやすい街にすることで住民も増える

⚫ 1日過ごすことのできる施設がほしい

家族や友人と

レジャーを楽し

める

⚫ 市内に娯楽施設および休日を過ごす場所がないため、
1日過ごすことのできる施設がほしい

⚫ キャンプ場やBBQ施設等も選択肢になる

安心・安全に
暮らせる

⚫ 暮らすうえで大前提である

⚫ 水害等の災害のリスクが高い

⚫ 災害時の避難場所が少ない

運動・健康づ
くりができる

⚫ 健康維持のために気軽に利用できる施設がほしい

⚫ 子どもが運動できる施設が欲しい

⚫ 多様なスポーツができれば集客も図れる

多様な人々と
交流できる

⚫ 多世代が交流の場となる施設があると良い

⚫ 市民運動会に類する、交流イベントがあると良い

⚫ 子育て世代間の情報交換、交流の場がほしい

【地域連携拠点へ求めるものおよび回答理由（要約）】

※1：本来Q12の回答数と同一となるが、11名未回答

プロスポーツに

触れること

ができる

⚫ 潮来市でもアントラーズの選手に会う機会がほしい

⚫ 将来的なプロスポーツ選手育成に繋がるため

⚫ サッカー以外のプロスポーツにも触れられると良い

地域の

シンボル

になる

⚫ 現状潮来市にはシンボルが無いため

⚫ 鹿行地区全体をリードする役割を期待する

自然を

感じられる
⚫ 自然を活用し、他地域との差別化を図ってほしい

地域の文化・
歴史を

体感できる

⚫ 歴史や文化は継承すべきであるが、該当する施設がな
いため

その他
⚫ 交通渋滞解消のためのターミナル機能

⚫ 集客に繋がるライブ等の音楽を楽しめる施設
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地域連携拠点への意見等（Q16）

• 地域連携拠点のコンセプトについては、子どもたちの利用を念頭においてほしいとの意見が多く挙がっている

• 疑問や懸念点も挙がっているが、期待の声が多数寄せられている

地域連携拠点への要望や期待（Q14,Q15,Q16）

（回答数：182【任意回答】）
（人）

地域連携拠点の

コンセプトについて

【地域連携拠点への意見等（要約）】

本事業について

⚫ 子どもたちの利用を念頭に置いた施設としてほしい（多数）

⚫ 地域住民の利用を第一に考えて整備を進めてほしい

⚫ 市外からも集客が図れることが望ましい

⚫ 実現可能性を考慮の上で事業を進め、中途半端なものになることは避けてほしい

⚫ 潮来市内だけでなく、広域的な集客等、広い視点で検討してほしい

⚫ 事業について継続した情報発信が必要である

疑問・懸念等

⚫ 地域連携拠点とは何なのかが分からない

⚫ アントラーズ関連施設とは具体的に何を整備する予定であるのか

⚫ IC付近に人が集まる施設を作ることで、渋滞が悪化するのではないか。かえって住民が住みにくくなることは避けてほしい

⚫ 過度な開発により、潮来市らしい自然（緑や景観、野生動物等）が損なわれるのではないか

⚫ アントラーズに依存しすぎているのではないか。仮にホームが移動したらどうするのか

⚫ 地域連携拠点整備で財政がひっ迫することを危惧している

その他

⚫ 農地も重要であるが、暮らしやすいまちを作ることで住民も増え、地域活性化に繋がる

⚫ 事業および地域連携拠点に期待している

⚫ 潮来市にも魅力はあるが、活かしきれていない。例えばSUP等の水上スポーツは若者に、ろ舟は外国人に人気が出ると思う
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アンケート調査結果
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回答者の年代・性別

• 回答者の年代・性別は以下のとおり。40代女性、30代女性の順に回答数が多い
• 次ページ以降の年代・性別別集計において、性別無回答の方は集計の対象外としている

回答者の年代・性別（Q1,Q2）

（回答数：479）
（人）

年代・性別別
集計の対象外

22
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年代・性別別の傾向＜前川運動公園＞

• すべての年代・性別において、年に1回未満の利用頻度が最も高い
• 60代以上男性、19歳以下女性は年に1回以上利用する方が約4割と、他の年代・性別に比べ高い

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした
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年代・性別別の傾向＜かすみの郷公園＞

• すべての年代・性別において、年に1回未満の利用頻度が最も高い
• 19歳以下女性は年に1回以上利用する割合が約4割と、他の年代・性別に比べ高い

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：466※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした。また、1名未回答



年代・性別別の傾向＜日の出運動公園＞

• すべての年代・性別において、年に1回未満の利用頻度が最も高い

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした25

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）



年代・性別別の傾向＜権現山公園＞

• 60代女性は約7.5割、70代男性は約6割、19歳以下女性は約5割が年に1回以上利用すると回答している

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした26



年代・性別別の傾向＜茨城県県民水郷の森公園＞

• 他の公園施設に比べ、いずれの年代・性別の方も年に1回以上利用する割合が高い
• 70代男性は約6割、30代男性は約2割が月に1回以上利用すると回答している

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした27



年代・性別別の傾向＜道の駅いたこ＞

• いずれの年代・性別においても6割以上の方が年に1回以上利用すると回答している
• 60代女性は5割、70代男性は4割、30代男性は約3.5割が月に1回以上利用すると回答している

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした28



年代・性別別の傾向＜水郷潮来バスターミナル＞

• 利用頻度は世代・性別によりバラつきがあり、20代男性と60代男性は約3.5割が月に1回以上利用すると回答している
• 19歳以下及び80歳以上を除き、男性は5割以上が年に1回以上利用すると回答している

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした29



年代・性別別の傾向＜ボートセンター＞

• すべての年代・性別において、年に1回未満の利用頻度が最も高い

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした30



年代・性別別の傾向＜ヘルスランドさくら＞

• すべての年代・性別において、年に1回未満の利用頻度が最も高い

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした31



年代・性別別の傾向＜潮来市内の公民館＞

• 20代男性、80歳以上女性を除き、いずれの年代・性別においても3.5割以上が年に1回以上利用していると回答している
• 60代女性は5割、60代男性は約3.5割、20代女性と19歳以下女性は約3割が半年に1回以上利用していると回答している

公共施設利用頻度（Q5）

（回答数：467※1）

（人）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした32



年代・性別別の傾向

• 各年代・性別に共通して休日に遊べる施設、買い物・飲食ができる施設、医療やヘルスケア施設が不足しているという意見が多く挙がっている
• 30代女性、40代女性は子育てに関する機能・施設が不足していると回答した割合が高い
• 19歳以下男性および女性はスポーツを「する」施設が不足していると回答した割合が高い
• 医療やヘルスケア施設は、年代が上がるにつれて不足していると回答した割合が高くなっている

（回答数： 1,201※1【1人3つまで回答可能】）
（人）

潮来市内に不足している機能・施設（Q8）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした33



居住地別の傾向

• 潮来市内在住者、市外在住者ともに休日に遊べる施設、買い物・飲食ができる施設、医療やヘルスケア施設は不足していると回答した割合が高い

• 潮来市内在住者は医療やヘルスケア施設や子育てに関する施設等、日常で利用する施設が不足していると回答した割合が市外在住者よりも高い

• 潮来市外在住者は防災機能、宿泊機能（ホテル等）が不足していると回答した割合が市内在住者よりも高い

（回答数： 1,236【1人3つまで回答可能】）
（人）

潮来市内に不足している機能・施設（Q8）

34



年代・性別別の傾向

• 各年代・性別に共通して食事や買い物を楽しめること、家族や友人とレジャーを楽しめることを求める割合が高い

• 年代問わず、女性は安心・安全に暮らせること、運動・健康づくりができることを求める割合が高い

• プロスポーツに触れることを求める意見は女性よりも男性から多く挙がっており、いずれの年代においても一定の割合を占めている

（回答数： 1,116※1【1人3つまで回答可能】）
（人）

地域連携拠点へ求めるもの（Q14）

※1：年代・性別別の傾向を把握することが趣旨であるため、性別無回答の方は本集計における対象外とした35



居住地別の傾向

• 潮来市内在住者、市外在住者ともに食事や買い物を楽しめること、家族や友人とレジャーを楽しめることを求める割合が高い

• 潮来市内在住者は安心・健康に暮らせることや運動・健康づくりができること等、日常生活に紐づく内容を求める割合が市外在住者よりも高い

（回答数： 1,149【1人3つまで回答可能】）
（人）

地域連携拠点へ求めるもの（Q14）
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